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る。続いて Secondary Hyperparathyroidism を併発することにより骨の脱灰を誘起させるというCd
の二次的な作用によるものと考えられてきたD
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第 3 章 骨におけるカドミウムの細胞内分布台よび存在型
Cdは生体内においてCd イオンとして存在するとき極めて高い毒性を発揮する。一方，肝臓，腎臓，




その結果，細胞内可溶性画分である 105， 000XG 遠心上清に放射活性の大部分が認められ，そのうち
80%以上が非透析性Cd として存在することが明らかとなった。(表中)
Distribution of 109Cd Radioactivities in Subcllural 
Fraction of Metaphyseal Bone 
Fraction 
Radioacti vi ty of 109Cd 
( cpm / g ofdry bone) 
3, 000XG. ppt 
10, 000XG. ppt 
105, OOOX G. ppt 





105, 000XG. sup 
Dialysate. 109Cd 3, 186 
NON-Dialysate. 109Cd 11, 661 
この非透析性Cd をゲルろ過法および、DEAE-Cellulose カラム法により分離精製した結果，このタン







2. 大腿骨の Metaphyseal Bone および~Diaphyseal Bone へのCdの取込みは， Metaphyseal Bone 
で高く，この取込みは骨のカルシウム， リン代謝と密接な相関を示すことが示唆された。
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画分に局在し， しかも，分子量約13 ， 500のタンパク質と結合しており，このタンパク質はカドミウム
投与により誘導的に生合成されることを明らかにした。これらの知見はカドミウムによる骨障害の原
因究明に関し，新らしい知見を加えこの問題の解明の糸口となるものといえ，博士号を授与するに値
するものと判定した。
-339-
